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アラビア語回文芸術の世界

-中世アラブ文学　アル・ハリーリ作『マカーマート』の二作品を通して-

はじめに

ここに翻訳紹介する二作品は右から(前から)読んでも左から(後から)読んでも同文とな

る回文を主題とするものである。回文はわが国においても、また中国や西欧においても存在し

文字を単位になされている。もっとも文字と言っても西欧のアルファベットは表音文字であ

り、わが国の仮名は音節文字(か-ka)であることから、音節文字の方が2倍の負担がかか

るという想定はできよう。アラビア語では子音のみが文字とされ、その子音に付される母音

はshakl (蜘)とされ、必要でない限りにおいては付されない。つまり西欧のアルファベット

ともこの点が異なる。この特徴は子音である文字のみの構成となるので、表記されない母音は

自由であることになり、回文操作としてはより容易であることにも繋がる。第一作はこの文字

単位の回文を主題とするものであるo　なお、この回文については筆者は既に「アラビア語回文

芸術一言語芸術の視角的側面の追求(2) 」 (季刊「アラビア語」 、第二号昭和56年10月豊文

社、 PP46-60)を活字化しているのでこちらも参照されたい。

アラビア語回文はこれだけではない。単語ごとの回文も存在するのだ。文字単位回文は

in`ikas (転倒文、反射文)と用語されているのに対し、単語ごとにひっくり返って文を成り
ず

立たせている回文はqahqariyyah (後退さり文、折り返し文)との用語を持つo名詞のみの

構成で、格語尾で主部述部を区別したり、動詞、前置詞句でそれを明別し、回文として成立さ

せるには並々ならぬ才能を要する。第二作はこの単語ごと回文がテーマであるo解説、註釈も

参考にして味わっていただきたい。

その1　文字回文

第16話「マグリブのマカーマ」より

B&51

アル・バーリス・イブン.ハンマームは語り伝えて言った:私はかつてマグリブ(1)に滞在

したことがあった。かの地に滞在中のあるマスジド(-寺院)でマグリブ(-日没)の礼拝を

共に捧げた折のことだった。所定の礼拝行為を済ませた私は、それに続けて(敬慶な者が行な

う)ナフル(-任意の礼拝(2)をも行なったo礼拝が済んで視線を横にやると、一団の人々が

マスジドの隅の方に行き、余程親しき仲間同志と見え、他の礼拝者の群と分れるのが目に入っ

た。彼らはそこで話題の酒盃を取り交し、学識の火花を散らし始めたのだった。

そこで私も、彼らの話の仲間入りをしたい欲望にかられた、そこから有益な言葉が引出せる
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訳註

(i) 「マグリブ」とは、アラブ世界を二分する分け方で、エジプト以東を「マシュリク」というのに対する概念

である。北アフリカのチュニジア(ないしリビア)以西の国々をマグリブと称した。現在でもモロッコはマグ

リブの譜を採用しているが、モロッコの寓名自体マグリブの靴った言い方なのであるo但し15世紀末までアラ

ブ領土であったスペインはこの範暗に無く、アル・アンダルスと呼ばれていたo

(2) 「ナフル」 na貝とは「余分なもの」の義で、この場合「余分な礼拝行為」の義である。イスラム教徒の礼拝は、

ラクアの回数が尺度とされる。ラクアとは、真直ぐ起立した姿勢から坐して額を地面に接するまでの礼拝の行

為様式をいい、日に五度の礼拝におけるラクアの回数は定まっている。定まったラクアで礼拝を行なうことを

「ファドル」 fa41と言う。日没の礼拝のファドルは、ラクアを三度することであり、そのナフルは、預言者の伝

承に基づいて二度のラクアをすることとされている。従ってここでは語り手アル.バーリスは五度のラクアを

して礼拝を済ませたことになる。

であろうし、教養も増すことができるだろうからと思って。私は彼らの座っている所へ、トウ

フアィル(-不意の来客)(з)のようにおしかけたのである。彼らに対して、 「スイマール(-

果樹園の果実)を収穫するのでは無く、アスマール(-夜話)の木の実を収穫Lに来た者で

す。フワ-ル(-赤児ラクダ)の背の肉を求めるのではなく、ビワ-ル(-話題)の逸なるも

のを求める者でございます。お仲間に加わらせて頂きとうございます」と声をかけた。すると

彼らは、私のために円座の一部をといてくれて「ようこそ!　どうぞ!」と言いながら席をゆ

ずってくれた。こうして私は座をしめたのであったが、その直後、それも目を奪う稲光りの一

閃後とも、警戒心の強い鳥が水の中に喋を入れて出す程とも、喰えられる素早さでもって一座

の前に放浪者とおぼしき-人物が姿を顕わしたのである。 〔図1～3〕

放浪者は肩に物大袋をぶら下げており、我々に二語の挨拶(4)を送ってよこし、そしてマス

ジドには二回の会釈を行なったのだ。そうした後で、この男が口を開いて言うには「理解力あ

る皆さん、善良なる皆さん!最も尊い善行とは悲しみ(持つ者)を救ってあげることだとい
ゆえ

うことを知らないわけはありますまい?　また最も確かで理由ある救済とは貧窮者に施しをな

すことだということも?　かく申す私めは、あなた方の許ヘアツラーによって導かれ、あなた

方に喜捨を求めに来た者でございます。まこと私めは、遠隔の地より逃れいでた者、飢えに悩

む我が子達の使いとして参った者でございます。お集りの皆様方の中に、どなたか私達の飢え

の熱病を癒して下さる方はおられませんでしょうか?」

一座の人々はこれに答えて言った、 「旅の方、あなたはイシヤーウ(-日没から二時間程たっ

た時刻、夜の礼拝の時間帯)を過ぎて参られた。それ故、我々の手許にはアシヤーウ(-夕食)

の残りしかありませんのじゃO　もしそれでも良ろしいのならば、どうぞそれをお持ち下さい」。

すると男が言うには、 「災難に陥っている者としましては、食卓に散らばっている食べ物や食

糧袋からこぼれ落ちた物を頂ければ満足でございます! 」そこで座にある者は誰も、己の召

使いに命じて、有り合わせの食べ物を彼に恵んだのだった。男は一同の親切さを意外に思い、

一人一人に感謝を述べていた。そして坐って自分の手許に運びこまれる食べ物を見守っている

のだった。

さて、我々の方は再び、教養の選り優ったもの、最高のものを引き出さんとして、またそれ
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(3) 「トウファイル」 Tufaylとは、もともと人名であったが、この人物は、どこかに祝い事があると、招待さ

れたわけでもないのに、出かけて行って、相伴にあずかるのをこととしていたために、 「招かざる客」、 「不意の

来客」の一般的意味にも用いられるようになった。 「厚かましい」人物を指して、トウファイルだと言われても

いる。

(4) 「二語の挨拶」とは、 al-saiam `alay-kum 〔あなた(方)の上に平安あれ〕のことである。この挨拶は、

アツサラームとも略されているが、普通イスラム教徒同志だけに許されるものとされ、異教徒からこの挨拶を

されたイスラム教徒は、もし厳格な信者であるならば、その挨拶をたしなめるか、無言で通してしまう。異教

徒との挨拶はsa`idah (幸せを!)とか、午前中ならばsabah al-khayr　お早うございます)、午後から夕方

にかけてはmisa a「khayr (今日は、または今晩は)とかという。

(5) 「インイカ-ス」 in`ikasとは、言葉遊びの一種で、日本流に言えば、 「上から読んでも、下から読んでも、

同音同義となる文」のこと。但し、以下の例から分るように、母音の配列は係わり無く、子音配列のみが対象

ぞれ(蓄えた知識)の泉から(教養の)水をあふれ出さんとして、座談を始めたのである。

話題は(回り回って)ついにはインイヵ-ス(逆さ読み、回文(5)の可能性に及んだ。ィンイ

カ-スとは、

げLr 'J C (Sakibka's)♂+M+　+項+Lr

(s+' +k+b+k+' +s) (盃に酌ぐ人)と言うような類である。我々は智恵をしぼって、

競い合った、インイカ-スの句をひねり出そう、未だ誰も作り上げたことの無い新作をものに

しようと。その句を編み出す際に、最初のものは三つの珠玉(-三語)をその首飾り(-その

作品)の中に編み込まねばならず、その後の作者はその珠玉を順次増やしてゆかねばならな

い、という取り決めであった。それ故初めの作者の右隣りの者は四語ひねり出さねばならない

し、左隣りの者は(右回りとなるために)七語をも編み出さねばならないことになるわけであ

る。

語り手であるアル・バーリスは語を継いだ:一座の人々は、今や掌の指の数(-五人)であ

ることが確かめられ、その結合は洞穴の人々(6)のそれを思わせるものであった。ところ

が、私を大変困らせることになったのは、私の右手の御大が急いで一番手となってしまったの

である。彼は(三語の珠玉を)編んで次のように公にしたのであるo

・J+f+f+Q+f+f+J　¥p k亨0㌔

「飽きさせる兄弟(-者)を非難せよ! 」 (7)と。少し間をおいて彼の右手の御大が続けて次のよ

うに言った、

i)+V+J+ルこ+I+*+'+こ+)+ルV4-^城',養主局芸子

「汝が主の与える褒賞の期待を膨らませよ! 」。やがて彼の(右手に)連なる御大が引継いで言った、

°

f+0-fぜ十　　　　　　ぜ+0+f　声気'SI　気o諒多
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となる。当然字数が増える程、作文が難しくなるわけである。さらに日本語のそれと異なるのは語句毎に勘定

してゆくために設定がより困難になる。例えば「タケヤブヤケタ」はアラビア語のインイカースの概念では、「タ

ケヤブ+ヤケタ」の二語構成のみにすぎない。一座の人々は三語句を初めとし、 -最後の者は七語句のものを創

り出さねばならない、としたわけである。

(6) 「洞穴の人々」とは『コーラン』第十人章に記されている伝説上の人物達である。キリスト教では「エフェ

ソスの七眠人」として知られ、聖者として級かわれている。キリスト教が未だ認められていない時代に、隠れ

クリスチャンになった高貴な出の者達が、迫害を逃れて、一夜「洞穴」の中で過す。翌朝目ざめると、 300年

が過ぎており、キリスト教も公認されている時代となっていたために、人々から「聖者の蘇生」として崇敬さ

れたという物語りである。 『コーラン』では、彼らの数が、三、五、七人のどれかも問題にしているが、ここで

は、人数の定まってを動かないことを強調的に愉えているのであろう。

(7)原語の三珠は<1+m>+<'　kh十　>+<m+1>と言うことになる〇第三珠はハムザと、長母音

「善行なし、それを全うした者には褒賞増さん!」o　次いでしばらく後もう一人が、

o五㍍ /追(^こ声`JT o己!5C-. cT+-^+叫4+J+再+o+f -fJ+i3十叫Ii+uT"

「汝に悪意もて語る者を皆黙らせよ、されば汝賢者とならん!」o　こうして遂に私のところに番

が回ってきてしまった。七つもの珠玉を持った糸を編まねば済まない破目になってしまったの

であるo
つく

私はといえば、七語から成るインイカースを(他の人が公にする間も)頭をひねって創作ろ

うとしては壊し、考えついたかと思うと意に合わずにすぐに立ち枯れにしてしまうという状態

がずっと続いていた。その間、 (他の人に助けの)食べ物を求めはすれど、当然のことながら

この種類の食べ物を恵んでくれる人は兄い出せず仕舞いであった。遂には(言葉を発する)息

もつけなくなり、 (割り当てられた題に答えられず)私の降服も明らかとなってしまった。そ

こで、私は一座の仲間に「ああ、この場にあのサルージュ出の方(8)が居合わせてくれたなら

ばなあ!　あの方ならこの不治の病を癒してくれようものを!」と嘆きの言葉を洩らしたもの

である。一座の人々もまた、 「この難題をあのイヤース殿(9)の許に持っていったなら、我々

を絶望から救ってくれようものをなあ!」と言い合っていた。七語以上のインイカ-スをひね

り出すのは困難であり、 (これ以上頭をひねるのは止めて)その思考の門を閉じることにしよ

うというのが我々一同の意向の大勢を占めたわけであった。

ところが、である。我々の所に上りこんだ件の訪問客が、軽蔑的な視線を我々の方に投げか

けているではないか!　と言うのも、我々の知らない間に、 (例の七語より成る)真珠の珠玉

を編んでしまっていたのである。そんなものだから、我々の面目の無さを見てとり、 (貧しい

知識と才能の)浅瀬が乾き上るのを見てとると、我々一同に声をかけてきたものである。 「一

座の皆様方、不毛のもの(10)から何かを産み出そうとしたところで、それこそ大変難儀なこと

でしょう!　また痛い持ちから治癒を求めることも!　まこと『あらゆる知者の上に、さらに

知者あり』(ll)と申せましょう」と。こう言ってから、この客人は私の方に顔を向けて、語り

かけてきた、 「わしにあなたの代理をつとめさせてもらいましょう。あなたにふりかかった難

儀を取り除けて進ぜよう。もしあなたが蹟づかないように(との配慮から)散文で、とお望み
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に用いられたアリフが同文字に、また第三珠はシャツダ動詞(重子音動詞)であるから実際には<m+1+1

>の形式となり、インイカースにおいてはこの三点が許容されていることが分る。

(8) 「サルージュ出の方」とは、主人公アブ-・ザイドのことである。サルージュとはシリアの北方に在る町で、

本話の主人公は、十字軍の町の占拠に伴ない、町から追い出された流浪者となっている設定である。

(9) 「ィヤース殿」とは、機智に富んだ逸話を多く残したバスラの法官イヤース・イブン・ムア-ウイヤのこと

である。第七話の訳註(20)を参照。

(10) 「不毛のもの」 `aqimとは、 「子種を宿し得ない子宮」が原義であるo　これが女性に適用されて「石女(う

まずめ)」の義に、また男性にも適用されて「子の持てぬ男」の義にそれぞれ転用される。女性を表わす場合で

もこの形で用いられ、女性形語尾のタ-・マルブ一夕を付す必要はない。更に「風」について用いられる場合、「雨

または果実の結実を持たらさない風」の義になる。本話のように「知性」について用いられる場合は、「無能な、

非生産的な知性」の義となる。

」H

ならば、次のようにおっしゃるのですな、者恵を非難され、その非難(の回数)を増し給う方

(-アツラー)に向って。即ち、

'J'工了山ニJ P二1 li上J三㌢Jよ=? 追

J+ユ　ー^+Lj+f+J+f+Lj+局+'+J+f+J+f+<J+-^+V十i十J

(誰であれ、望み託せる人を避難所とせよ、財集め所有してはそを散ずる人をば!) 。またも

し韻文でものすのがお好みとならば、崇めたてまつる方に次のように吟ずるのですな。

*　　　*　　　*

二三三‡二. =一年こ'-再　　三y^--y 'ws

かどつけ人が来たりせば

いくぼくなりとも恵むべし
な

汝を傷つける人ありとせも
ゆる

許容すことこそ大度なれ!

②　Lx*O^ c句。の亨　㌫亡声Ll育ちふ亨
さが

性質高くして貴き人
あお

かくなる人あらば敬愛ぐべし
さが　　　げす

されど性質悪しく下劣な者
か

かくなる徒には離るが良し!

③」こら。現プ　止霊　f正長′}範Jo*
よこしま　いろ

汝を邪悪に処遇う者

非道のことのみ急ぐ者
すわ

かくなる者が同席るなら
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(ll) 「あらゆる知者---知者あり」とは、 『コーラン』第十二章第七六節の最後の句をそのまま引用したもの。

有名なヨセフ説話の中で、ヨセフがエジプトを訪れ帰国する兄弟達に、父を連れて再訪させるべく、窃盗容疑

をかけて弟のベンジャミンをエジプトに残しておく策をたてる。 『コーラン』では、この策は、智恵者ヨセフか

ら出たものでは無く、更に偉大な智恵者アツラーがヨセフに授けたものである、という内容のところである。

(12) 「さすれば活力みなざらん」の原語taqawwaは、二人称男性単数jussiveでなければならず、 tataqawwa

が正しい語形である。未完了形を表示する接頭辞タ-をhadhf (省略)し、全体をtakh丘f (軽便化)した、と

説明されるが、これの便法は明らかにィンイヵ-スに合致するために採られたものである。

(13) 「サフバーン」、次話註(2)を参照。

(14) 「バーキル」 Bakilとは、 「言わんとすることが言葉にならない」または「どもり」で有名になり、 「バーキ

ル程に凸弁な」との諺を生んだ人物である。イヤード放出とも、マージン放出とも言われている。

(15) 「にわか雨」の原語hayanは、語根が「生きる」、 「生活する」の義から分る通り、 「大地をうるおし、その

その傍らを辞去すべし!

C- ¥ I'i上^上　　J*　　　¥S!

静いごとが起るなら

そを鎮めんと努むべし

されど自然と治まらば

口出しせぬが良からまし!

・・ LJコ'чCU-3j t--tf一読　Lf***-　55ユyJこLf

沈着をこそ通すべし

さすれば活力みなざらん(12)

たとえ逆境ありとせも
な

汝を助けるは沈着ぞl

*　　　*　　　*

アル・バーリスは語り続けた:この客人はその(美事な)韻文で我々を魅了し、その作詩の

底深さに(それを吟味する)我々(の思考力)を疲れさせる程であった。我々は賛嘆の言葉を

送ったのだったが、彼もまた見返りを求めてきた。そこで我々は、彼がもう十分と言うまで

(身近にある金品を)褒美としておしみ無く与えたのである。彼は(褒美を受け終ると)身仕

度を整のえ、 (大きく脹らんだ)ジラーブ(-旅用皮袋)を背に負い、立上って、次のような

感謝の詩を吟じたのであるo

*　　　*　　　*

一座に列なる皆様の　徳を讃えて申します
ひろ

言辞にかけては真撃にて　寛太さにかけては王たるとT.

高く美くしその徳は　他の誰をも寄せつけず
しな

話題となりて語られる　恵みの金品も数知れず!

共に語りて気付きしが　あの雄弁なサフバーン(13)も
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大地の植物を成育させる」ところの「雨」という概念である。

(16)「大雨」の原語wabilは、wablと同義で、いずれも「度を越したもの」との意識があり、「大粒で大量に降る雨」、

「どしゃ降り」の意味である。

(17) 「二槍分の距離」の中の「槍」とはrumhのことで、この「槍」が距離の単位に用いられると、およそ12

スパンとされる。 1スパンをおよそ9ィンチとして概算すると、 -槍は「約9フィート」即ち「2m70cm」、

二槍では「5m40cm」の勘定になる。アラブは長槍を用いるo iフィートを文字通り「一歩」とすると、主人

公は、一座の人々から「十八歩」離れて戻ってきたことになるo

(18) 「我が家」の「家」の原語はkinnが用いられている。この語の意味は、 「女性・娘を人目に晒さないよう

にした所・部屋・家」である。人家では壁を利用して、カーテンで仕切った所、また地下に掘った室、また洞

穴などがこれに当てられる。ここでは、卑下して自分の家をこう言ったのであろう。 〔図4を参照〕

(19) 「住まい」の原語munakhとは「夜間騒配達を足伽をして脆ずかせ、休ませておく所」が原義であり、更

この座にありては凸とした　あのバーキル(14)になるが如!

物乞いつつも入り来て　一座に列なる我なるに
ほどこし

受けし金品数知れず　流れ落ちける雨の如!

もし寛大さ愉えられ　にわか雨(15)たらば皆様は

大雨(16)たると瞭えらる　かくなることを我誓う!

*　　　*　　　*

この客人はこう吟じ終えてから、歩み去ろうとして二槍分の距離(17)まで足を運んだ。とこ

ろが、それから身の破滅を救ってくれるよう神に乞い願う文句を唱えながら、再び一座の許に

戻ってきたのである。そして皆に語りかけるには、 「おお、身寄り無い者に力ある支えとなれ

る方々、また身上潰した者に恵みの宝となれる方々!時刻は今や暗闇時になってしまいまし

た。帰り行く道の様が定かではなくなってしまいました。我が家(18)に辿り着くまでには闇夜

と消された道とが横たわっております。御無心なのですが、私が蹟づかないよう、また道を明

らかにしてくれるよう、ランプをお貸し願いたいのですが?」

語り手は話を続けた:その客人の所望のものが持って来られ、その炎の明りが一座の面々を

顕わにした。と、その時である、私は気付いたのだ、我々を狩の獲物とした客人こそ、あのア

ブ-・ザイド長老であることを!そこで私は(さっそく)一座の人々に彼を紹介したのであ

る、 「この方こそ、先程私が言及した本人なのです。一旦ロを開けば、狙いを違えること無

く、雨を降らすよう頼めば、間違い無く雨を降らす、そういう方です!」と。すると一同は、

その首を伸ばして長老の方に向け、 (好奇心と讃嘆との)眼を彼の上に据えたのであった。そ

して彼に同席して共に夜を語り明かしてくれまいか、と頼み込むのであった。そうすれば貧窮

している長老に対していくらかでも物質的援助をさせてもらうという条件を添えて。この申し

出に、長老は、 「あなた方の望むところはわしの望みでもあります。あなた方がわしを歓迎し

てくれたように、わしもあなた方の申し出を快く歓迎致しましょう!ですが、既にわしがあ

なた方の許に向って来た時点で、わしの子供達は飢えにさいなまれ泣き叫んでおりました。す

ぐに帰ってくるようせがんでおりました。ですから、わしの帰りが遅れる程、飢え死にの心配

が増すわけです。子供達のことを思わずして、わしの人生などありましょうか?　そこで、 -
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に動詞anakhaは、 「雌酪舵を、交尾させるために、脆ずかせる」ことを意味する言葉である。

(20) 「脱穀場」の原語baydarは、イラク方言だとされ、古典アラビア語ではandarまたはkuds、 'aramahが

普通に用いられる。 「小麦、穀類がその上で踏みつけられる場所」がその直義である。

(21) 「もらう折-.-遅延すべし」の元義は、 「"急いでもって来るよう"と語りかけ、 "後で・そのうちに"と返

事をしなさい」である。アラブのいかにも商才にたけた考え方の一端を具現した表現である。この同じ考え方
せき

にたった有名な諺に、 「物乞う時には急立てて、乞われる時には延ばしに延ばせ」というのがある。

(22) 「害」の原語afahは、個人的と云うよりは、集団、共同体全体にとって「害悪」となるものの意味であるo

それ故、イナゴなどの虫害、突風、竜巻、台風などの風害、作物や家畜を襲う害毒、人間を襲うペストや疫病

などを具体的内容とする。同義語に`ahahがあるo　<イスラム共同体>にとって「害」となる場合にも次のよ

うな流用をみている。 「ザルフ(優雅さ)のア-フア(害)となるものはサラフ(度を越すこと)であり、イル

ム(学識)のア-フアとなるものはニスヤーン(忘却)である」、「ハディース(会話)のア-フアはカズイブ(嘘

旦わしを帰宅させて下さい。我が子等の飢えをしのがせ、一息つかせてやりたいのです。そう

してから、あなた方の許に真直ぐ戻って来ましょう。そしてサマル(-夜の閑談)を明け方ま

で存分にするように致しましょう」と提案したのであった。

(この提案に応じて)我々は若者一人に(彼の伴に出すべく) 「この方の家族の所までつい

て行ってやりなさい、この方に早く帰って来て頂くためにな」と命じたのであった。命じられ

た若者は、長老のジラーブ(-旅用袋)を月夜にかかえて、彼の帰りを急がせるべくその後につ

き従って出かけたのであった。

しかし長老は、我々を待たせること、待たせること、我慢の限界を越えても未だ姿を見せな

かった。漸くのこと、一緒にやった若者が一人だけ帰って来た。そこで「どうしたのかね、あ

の性悪な方は?」と問い直したところ、若者が言うには「あの老人は、うんざりする程、大通

りと言わず小路と言わず僕を引き回したんです。で、ようやく辿りついたのは小さなあばら屋

でした。老人は、 『さあ、着いたよ、ここがわしの住まい(19)じゃ。わしのひよこ共の巣とい

うわけじゃよ。』こう言ってから、扉を開くように僕に頼んで、ジラーブ(旅用袋)をひった

くるようにして僕から奪い取ったんです。それから、 『やれやれ、お前さんはわしの負但を軽

くしてくれた。何か駄賃をやらねばなるまいな。そこでな、一つ処世訓を授けることとしよう、

これ以上貴重なものは無く、これ以上有益なものは無いのをな!』こう言ってから老人は次

のような詩を吟じたんです:

*　　　　　　*　　　　　　*

なれなつめ

もし汝菓郁子の木の実をば　刈り集めんとするならば
ためら　　　　　　　　　　　また

措曙ふことのみ多くして　翌の年へとな延ばしそ!
たまさか

またもしなんじ偶然に　脱穀場(20)に居合わさば
な

汝の収穫となすべきぞ　唐もろこしの耳なりとも!
おぽ

もし冒指すもの獲たならば　長居は無用と思し召せ

さなくばなんじ陥いらん　仕掛けし敵の狩の民に!

泳いで得んとするならば　遠出は無用と思し召せ
ひと　　やす

まこと人間の身安全らかは　岸の近くに在りければ!
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言)であり、ィルム(知識)のア-フアはニスヤーン(忘却)である。」いずれも預言者の伝承に収められてい

る表現である。

(23)「害」、前註の「害」とは内容を全く異にする「害」である。ここで用いられている語hawasとは、「半分気狂い」、

「少々気が触れていること」を内容とし、前後の文脈から「徹夜をした(または重ねた)ために、頭がふらふら

していること、または精神異常をきたしたこと」をここでは意味させており、そうなるのを避けて身心を大事

にしましょうと訴えかけているわけである。

のば

もらう折には催促し　与える折には遅延すべし(21)
しな

即座に入手できる物品　後払いにて買うが良し!
しげ　おとな

友をただ一人と限りて　頻繁く訪問うことなかれ

人の倦むと言いて日をおかず　訪い来る者程倦むは無し!

*　　　*　　　*

あの方はこう吟じ終えてから、僕に言いつけたのです、 『この戒めをお前の心の宝とするの

だぞ、そしてその教えに従って日常の振舞いを行なうようになl　さ、それではお仲間の所へ

急ぎ戻りなさい、主を念じながらな!そして皆さんの所へ戻ったならば、良ろしくと言って

いたと伝えるのだぞo　それから先程のわしの訓戒の詩を吟じてやってくれ!　それにわしから

のもう一言。無駄話でひと晩過ごしてしまうことは、 (体にとって)これ程害(22)となるもの

はありますまい。かく申すわしも(老齢故に)おのれの身体には気を使うもの。(徹夜などして

身体のみか)頭にまで害(23)を及ぼしたくはありませんのでな!』と、こう伝言を頼まれたん

です」。

語り手アル・バーリスはこの話をしめくくって言った:一座の面々は、アブ一.ザイド長老

の詩の内容を吟味した。そして詩の中に長老の悪意と汝滑さとを読み取ったわけであった。

我々は彼を逃がしてしまったこと、嘘偽によって美事にたぶらかされてしまったこと、を残念
しき

がることひと頻りであった。それから、この会をお開きとしたのであったが、散ってゆく一人

一人の顔には、取引に失敗した(という感じの)渋さを顕わに浮かべたものだった。

第十六話「マグリブのマカーマ」完
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〔図1〕サマル(夜の閑談)に入り込むアブ一.ザィド。

モスクの中、ランプは夜であることを現わす。アブ一.ザ

イド杖を持ち、肩に旅用袋を負う。

〔図3〕上と同じ状況がモスク全景を背景に。中央の

ドーム状の屋根の下が礼拝堂。両端の塔状のものがマナー

ラ(アザ-ンを唱える光塔) 。アブ-・ザイド左手から登

場。

〔図2〕サマルの一団(左手隅)、入って来るアブ一一ザ

イド(中央)。モスクの部分がより詳細に措かれている。フア

ナ-ウ(内庭)からの描写で、欄干(darbazin)及び欄間

(sharlah)上の格子模様(mushabbakah)が細かく措か

れている。

〔図4〕我が家に着き、若者から自分の荷物をひったく
る主人公o左手が玄関。奥が居間。階段は陸屋根に通ず

るo屋上にはミルワハ(通風口)が設けられ休息ができる

ようになっている。階下には素焼のジュッラ(水壷)が置

かれ、冷やした水が飲めるよう配されている。
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〔訳者解説〕

本マカーマの圧巻は、主人公のインイカース(回文)の被露にある。七語構成のインイカースが作り出せず

に諦らめかけていたところに、脇にいた主人公が散文でまず公にし、次いで五詩行よりなる韻文でやってのけ

てしまうo著者アル・ハリーリーはこれを作詩するに当って、どれだけの才知の労力を費したことだろうか。

インイカースを主題とする本マヵ-マを訳了するに際し、訳者はある感懐に捉われている。独学でアラブ文

学を手探りしていた訳者に、ヵイロ・アメリカ大学に留学の機会を得、そこでの文学講座は願ってもないも

のだった。ワ-キディーの研究で知られるMJonesは、 Arabic Literature in translationで、難解なアラブ文学

作品を平易な英語訳で解説してくれたし、詩とコーラン研究で有名なM.Nuweihiはバッシャールとアブ- ・ヌ

ワースの詩を中心に学生にアラビア語で研究発表させていたし、また若手のSulaymanは古典作品の粋をコピー

してきて、解説してくれたものだった。そのどれも、小生の学力不足と予習時間の不足とから、ついてゆくの

が精一杯の毎日だった。 Nuweihi先生の授業で、割りあてられた分量の予習すべてができずにその旨言い訳す

ると、先生はこんなもので難かしいとネを上げては駄目だ。散文ですらマカーマートの中には右から読んでも

左から読んでも文意が通ずる至芸の作品があり、言語の味はそうした段階にまで達しないと、言語芸術を分っ

たとは言えない、と悟してくれたものであった。この時に右から読んでも左から読んでも文意が通ずる文章が

ある、と聴いて驚いたものだが、この同じことを中世文学の所でSuiayman先生も指摘しており、決して奇をて

らったものではないことが推察できた。それは一体どんなものなのか?　それから幾星霜--.今こうしてそれ

に実際に接し、かろうじてアラブ文学の深い霧の中の一つの実体に接し得た感じなのである。

日本語でも言葉遊びとして、これに類したものは回文としてあるし、本稿で観たように芸術的昇華をしたも

のに和歌や連歌の中に見られる。日本では言葉遊びが中心になっているが、アラブでは日本の連歌の創作に

似て、本話で観たように数人で規則を定めて創作し合うような、さらにはそれを詩にまで結晶させるような芸

術化をみている。飽くことの無いアラブの知的好奇心は、このインイカースが聖典『コーラン』の中にもなさ

れている箇所を探し出しているo第二十一章三十三節「 (太陽と月)共々天空に泳いでいる」の傍点部がそう

であるし、また第七十四幸三節「そして汝が主をこそたたえまつれ」の傍点部がそうである、と説いている。

『コーラン』の奇蹟性を信じて疑がわぬイスラム教徒が、言葉の芸術の極地を追究するに際しても、 『コーラ

ン』の中でその実例を兄い出そうとする、その心的態度にも別な意味で敬服に価するところである。なお、イ

ンィヵ-スについては和文、欧文との比較を加えてアラビア語「回文」芸術として論及した拙稿があるので、
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そちらをも参照されたい。 (季刊アラビア語第2号昭和56年10月発行PP.44-60)

我々日本人と異なるアラブの慣習に、訳出するに際して気付かされた箇所があった。語り手アル・バーリス

も含めて五人がインイカースを作るに際し、「それ放初めの作者の右隣りの者は四旬ひねり出さねばならないし、

左隣りの者は七句をも編み出さねばならないことになるわけである」と言う件りである。これは、訳にも補足

しておいたようにアラブの(右>偏重思考が作用したもので、何事であれ順番もまた無条件的に(右>　回りと

意識されていることに基づく。我が国でも順番は(右>　回りが普通で、 (左>　回りは衣服の懐に入ってくるとこ

ろから、 「泥棒回り」などとも呼んだりしているが、しかし常に　<右>　回りという意識はアラブ程強いわけでも、

一般的であるわけでもない。アラブの<右)回りという意識は、預言者マホメットのハディース(伝承)にもある。

(ハディース1) 「飲み物が預言者の許に持たらされ、預言者はそれを飲んだ。彼の右側には少年が、左側には

年長者達が座っていた。彼が少年に『そなた、この飲み物を私の左側の人々に回しても構わぬか?』と尋ねた

ところ、少年は『アツラーの使徒様、あなた様のもとから私に来るべきものを他の誰かに譲るようなことはし

たくありません』と答えた。そこで預言者は飲み物を少年の方に手渡した」。

(ハディース2)「水の入り交ったミルクが預言者のもとに持たされた。右側に遊牧民が一人、左側に(長老の)

アブ- ・バクルが座していた。預言者はその水入りミルクを飲んだ後、残りを『右側が優先する』と言いなが

ら遊牧民の方に回した」。

ハディースにこのように記述されていると言うことから、我々は二つの事実を知ることができる。一つは古

くプレイスラム期にさかのぼり右、及び右回りと言う慣行と概念とがアラブに根づいていたこと。もう一つは

マホメットの言行はイスラム教徒の範とされたことから、この右、及び右回りの慣行と考え方がアラブを越え

て全イスラム圏を支配するもの、となったことである。

今回の主人公の「稼ぎの場」は寺院であるo今までにも寺院を舞台にしたものは、第七話「パルカイードの

マカーマ」がそうであった。そこでの主人公は礼拝前に既に参集している信者達を獲物としたのであったが、

今回は礼拝後、寺院の片偶に好きもの同志が集まって知的会話を楽しむ、そういう知識人達を狙ったもので

あった。寺院は単に礼拝のための場所だけでなく本話のようにごく初期から信者達の集合場として、また教育

の場としての機能を果してきた。そして仕事に関係せず、くつろげる日没や夜の礼拝後には機会ある毎にさま

ざまな集会が持たれるのであった。特に金曜のズフル(正午)の礼拝が終った後では、その地の名士や宗教学

者、また遠来の著名な学者などが、一つの柱を背にし、一段と高い椅子に坐って、その回りにあぐらをかきハ
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ルカ(円座)を組んで聴きたい人々に宗教的講話や知的好杏心をそそる話などをしていたものであった。こう

した大勢の人を集めなくても、魂の救済や人生相談を求めて個人的会話がそこここで行なわれるのも、礼拝後

の寺院の中でごく普通に散見できる光景である。

今回の稼ぎのプロットはなかなか凝っており、著者の細かい配慮が見られる。稼ぎは都合三度に及ぶことに

なる。最初は全くの(喜捨)にすがったもので、参集者から(あり合わせの食物>　を集めている。次いでイ

ンイカ-スの被露に及んで褒美として(持ち合わせの金品)を十分に獲る。また長老のインイカースの作品す

べてが喜捨を求める内容であることにも気付かされる。そして最後は道が暗いからとして(ランプ)をせしめ

ている。これらに加えて戻ってくると思わせて若者に己の荷を負わせ、使うべき(労力)を節約したことにも

なっている。そしてプロット的になかなかの出来ばえだと思わせたのは、主人公の素姓を明らかにする件りで

ある。時間的にも日没時が選ばれ、夜のとばりが降りてから後も寺院の淡い明りでは顔を確かめる程明るいわ

けではない。寺院を出ようとした人物が、ランプを所望して、それが持たらされる。このランプが一同の顔を

明るく照らした時、初めてその人物が主人公アブ- ・ザイドその人であったとした設定がとられているわけで

ある。

ドラマ仕立としても、中々の出来とみて取れよう。

その2　語回文

第17話「カフカリッヤのマカーマ」より

HrJJl

語り手アル・バーリス.イブン.ハンマームは語った。(私の故郷から)はるかに遠い所を旅

した折、見た目にも好ましいある所で一団の若者達が目に入った。彼らの上には知性の印があ

り、闇夜に(輝く)星々の美しさがあった。彼らは(折しも)談論風発する議論の最中であり、

相手をうち敗かそうと熱戦の渦中にあったo議論好き(の私の性向は、己ずと)彼らの方に足

を向けさせていた、議論の中味の甘さを期待しつつ。そして私は彼らの仲間に加わって、共の

糸に己の身を縫い合わせた時、彼らは「あなたも(この議論の)戦場に戦かおうとなさるので
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訳註

(1) 「井戸の中にバケツを投げ込む」は共に参加する、分け前を携かると言った意味の諺で、直訳は「(井戸の)

バケツ(複数)の中に己のバケツを投げ入れる」。

(2)サフバーンSahban。ウマイヤ朝初期のkhatib (説教家)、雄弁で有名。前話にも登場、註(13)参照。

(3) 「獲物を射ち落とす」 asma　原語は弓矢や槍での狩猟で、命中したが即死したかどうかを尺度とする用語

である。というのも獲物が食用として許法かどうかがこれで決まるからで、①aq`asa致命傷を与え、即死した)、

これは食肉として許法である。 ②aSma (命中したが、しばらくは逃げ回り視界内で死んだ)これも肉利用は許

法。 ③anma (命中はしたが視界から消え去った)この場合、別な場所で死体が見つかり、明らかな証しが無い

限り食利用は不可となる。こうした尺度で用いられる用語なのである。

(4) `iddah (待婚期間)、夫と死別又は離婚した女性は再婚するのに前夫との間に妊娠していないことを証明す

るため一定期間待婚しなければならないo普通三ケ月間、又は三回の月経を経る期間とされる。ここでは十分

すか、 (論争の)井戸の中にあなたのバケツを投げ込むお積りですか(1)」と尋ねてきたので、

私は「いえいえ、私は戦いの傍観者に過ぎません、突いたり打ったりはできません者で」と

断った。彼らは、私との問答を切上げて議論の再燃に入った、謎解きに取り組んでいたのであ

る。この若者達のパルカ(円座)の真申に、一同の中心点には一人の老人が座っていた。その

姿は世の荒波にうちひし枯れ、サムームの熱風に晒された様子で,その体たるや葦程にやせ細

り、羊毛の刈り込み具程に乾ききっていた。にもかかわらずこの老人は、 (この若者達の)問

いかけに対し、答えを発するたびに驚異を連発しており、その発言の節々にはあのサフバーン(2)

をすら忘れさせずにはおかなかった。老人の返答は一々正鵠を射るものであり、その戦場をと

りしきる第一人者であることに私は驚ろきを禁じえなかった。どんな不明な点も明らかにし、

何であれ狙った獲物はすべて射ち落としていた。(3)そうこうしている内に(仕かける質問の矢
しま

の)矢筒も空になり、質疑も応答も止んで了った。

さて老人は若者達の(知識の貯蔵が)空っぽになり、 (沈黙の)断食に止む無きに至ったの

を見てとると,新たに別な議論に誘って、端初を切り出す許しを求めてきた。一座の者達は老

人に対して「それは良いこと!だけど我々の誰がそれに答えられるやら!」と言うと、老人は

切り出した、 「そなた達はその大地が天ともなり、その朝が夕べともなる文体のことを知って

おるかの?織機の両端から織られ、三色の色に染められ、三方向から礼拝され、二側面から始

められる?　もしそれが東の方から昇ればその美顔はそなたを満足させようし、もし西から昇

ればそれこそ驚異となろうもの!」と。

語り手アル.バーリスは語を継いだ:一座の若者達は恰かも沈黙に打たれた如くになり、或

るはまた「沈黙!」という語が彼らに課された如くであった。並居る者は一人として言葉を発
ァK

すること能わず、誰一人としてその口の中に舌が無い状態であったo老人は若者達が家畜の如

くおし黙っているのを、偶像のように無言でいるのを見届けてから、口を開いた「わしは既に

イッダ(待婚,(4)期間の猶予をそなた達に与えてきた。時間の経過の締め(5)をゆるめてあげた

はずだ。さ一、ここに集いの場ができ上っている、決断の時ができ上っている。皆さんの知力

が湧き上るならば賞讃されようし、またもしあなた方の知力の火打石が発火しないようならば

わしが発火させてみせるが、どうじゃな?」一同が答えるには「誓って申しますが、私達は

蠎　313　4



な時間を与えたことの換論として用いられている。

(5) 「締め」、原語tiwalは「長いロープで馬や種ラクダなどの柳とする。ある程度の自由がきき、辺りの牧草

などを食するよう配慮したもの。 arxaytu la-hu at-tiwala (私は彼に対してティワルをゆるめた)とは「拘束を

解いてやった」意味となる。

(6) 「かしこまいりました」、原語sam`anla-kumwa事`atan　ぁなた方の言うことを聞きました、従います)、

慣用句。

(7)三語構成、主語+述部(名詞句)。反対から読むとal-ihsanu sanl'atu 1-insani (性善なるは人間に創造され

しもの)。

(8)四語構成、主部(名詞句) +述部(名詞句)。反対から読むとfi'lu 1-nadbi rabbu 1-jam盲li (知るを足る者の

行為は美行を教育するもの)。

(9)四語構成、主部(名詞句) +述部(名詞句)o反対から読むとdhaxlratu 1-hamdi shimatu 1-hurri (賞講を

この(技芸の)海の大水を泳ぎ渡る能力はとても持合わせてはおりません。またその岸辺を蓮

遥することなどもできはしないでしょう。私達が考えあぐねた末どうせ徒労に終るものなら私

達の思考を休ませて下さい。そして賞金を出しますからあなたの天与の才を披涯して下さい!

あなたが(産みの苦しみから)飛び上ったとしても、私達は同じ同情から飛び上りましょうo

もし(うまくできて)褒賞を求めるならば我々はそれを差し上げましょう!」と。老人はしば

らく沈思していたoやがて口を開いた「かしこまいりました。(6)それではこれから私の言うこ

とを書き留めて下さい。私の言うことを書き移して下さい。」 (こう言い終えると以下のような

カフカリッヤ-折り返し技巧文を詠じ始めたのである)。〔以下、原文(1)(2)を参照〕

さが　　つ〈

①人間とは性善に創造られしもの(7) ②美行を教育する(の極地)は足るを知る者の身ぶ
ひと

り(素振り)にあり。(8) ③高貴なる者の品性は賞譜を宝とするにあり。(9) ④他人から感謝さ
いんぎん

れるは自らの幸の結実となる。(10) ⑤寛太さの宛先となれるは歓喜の光。(ll) ⑥懇勲を励行す
こころ

るは真心からの愛情を要するもの。(12) ⑦友情の杵は忠告を伴なうもの。(13) ⑧話に真実味持

たせるは舌先を飾ってこ'そ。(14) ⑨弁舌の巧みさは(聴衆の)心の魅力となる。(15) ⑲欲望の
こころ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ

ままに桐張るは精神の破滅導く(16) ⑪被造物(-人間)の怠惰となれるは不徳の致すところ。

(17) ⑫邪しまな願望は自制の効かぬがため(18) ⑬断固とした意志は身の安全の手綱。(19) ⑭
あら

難詰せんと租探しするは欠点として最悪(20) ⑮つまずくことを繰り返せば友情も滑り落ちる

ことになろう。(21) ⑯意図が真執ならば天賦の才をそのまま生かせよう。(22) ⑰贈り物を惜し

みなくするは乞うことの対価となろう。(23) ⑱面倒な仕事をすすんで引受けるは報酬を容易に

しよう。(24) ⑲神の加護を固く信ぜば日々の糧獲るに易し。(25) ⑳人の上に立つ者の優れたる

は胸の広きこと。(26) ㊨支配者を飾るはその中傷者の憎悪もあり。(27) ⑳賞譜に価する行為へ

の報酬は下賜品を散ずることである。(28) ⑬仲介(の成巧)へのマハル(婚資-報い)は必需
もと

品を(贈与品として)受取ることである。(29) ⑳迷誤の原因は目的のみが視野にあるため。(30)
のり

⑮境界を越えることは親のきっ先を鈍くさせること。(31) ⑳礼儀を失するは善行を(したと
あやうき

してもそれを)帳消しにする。(32) ⑳当然な権利を忘失するは抗弁を産むもと。(33) ⑳嫌疑に

近づかぬは地位を高めることになろう。(34) ㊨ (けれども己の)権威を高めるためには危険の
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宝とするは高貴なる者の品性)。

(10)四語構成、主部(名詞句) +述部(名詞句)。反対から読むとistithmalu sーsa`adati kasbu s-shakri (自ら

の幸の結実は他人から感謝されること)。

(ll)四語構成、主部(名詞句) +述部(名詞句)。折り返し文tabashlru 1-bashari `unwぇnu 1-karami (歓喜の

光は寛太さの宛先)。

(12)四語構成、主部(名詞句) +述部(動詞+名詞目的語)。折り返し文al-musafatu tujibu isti`mala 1-mudarati (真

心からの愛情は懇勲を励行するを要する)o動詞は女性形に変化。

(13)四語構成、主部(名詞句) +述部(動詞+名詞目的語)。折り返し文aLnu軸u yaqtad王`aqda1-mahabbati (忠

告は友情の杵を伴なうもの)。

(14)四語構成、主部(名詞句) +述部(名詞句)。折り返し文hilyatu 1-1isani sidqu 1-hadithi　舌先を飾るは話

に真実味持たせる)。

中に身を投じることも(必要)。(35)⑳地位の向上には神の摂理の助けも(必要)。(36)㊨振舞

のぞみいの気高さは希求を少なくするにあり。(37)⑫思考を長くすれば智恵を磨くことになる。(38)

まつl)こときずさじ⑬支配階級の長たるは政事を蝦なく行なう者。(39)㊨些事に固執するは大事なものを失なうこ

たとになる。(40)⑮不測の事態に陥れば人それぞれの対応の違いを明かすもの。(41)⑲配慮に優

けるは人の価値を高めるもの。(42)⑳使者に用向き多くするは使命を弱めることになる。(43)

<SESil⑲不公平の乱用はおのづと畏怖まき起す。(44)⑲忍耐の結果となるは勝利の果実。(45)⑲人を

ほ褒めそやして利あるはさらなる努力ひき出すこと。(46)㊨監視怠り無きは長き保身に十分(秦

件)。(47)㊨主人に対して常時の真心(を伝えるには)は召使い人の絶えることなく出仕する

まT'"蝣.J<にある(48)
。⑬雄男ぶりを発揮するは信頼を保つことに通ずる。(49)㊨(義)兄弟を熟知する
は危惧を軽減することになろう(50)⑮敵を追い払うには友の助けあらばこそ。(51)⑲賢こき

者を試めすには愚かな者を共に混えてこそ。(52)㊥結果を見守ることは破滅を妨ぐことにな

る。(53)⑲醜聞から身を持せば名声は広まろう(54)⑲下品なる堕落行為は誠実なる約束履行

へだてとは距離あり。(55)⑳高貴なる者の奥義は秘密を守るに際する時(に発揮される)。(56)

さて老人はこう書き留めさせた後、言い添えた、 「さて皆さん、今までに200の語を用いま

したぞ、教養と教訓とを含み込んでな。そのまま読めば誰も問題はありますまい。疑念も論議

の余地もありますまいo　さて所でこれらの文体を反対から読みたい方、その終りの方から引っ

くり返して読みたい方は、次のようにお読み下さい。 〔以下、原文終りから□数字で始まる〕

国秘密(守る)は高貴なる者の許に。(57)
へだて

国約束の履行という奥義は下品なる堕落行為とは距離あり。(58)

囲名声を汚すことは醜聞を広めることになろう。(59)

それからこのようなやり方で語群を追ってみて下され! (逸脱は一つも無いはずだから)恐れ
え

る必要もない。この(折り返し技巧の)選り抜きの最後、真珠の玉の最後の文を言っておくとな、

囲性善としての教育は人間に創造されしもの(60)となるはずじゃ」o

語り手アル.バーリスはさらに語った:老人のこの唯一無比の折り返し文の書簡体が今や

検証され、優雅な語法が点検された時、私達一同はこの作文がどれ程優れたものであるかを思
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(15)四語構成、主部(名詞句) +述部(名詞句)。折り返し文sihru 1-albabi fasahatu 1-mantiqi (聴衆の心の魅

力となるは弁舌の巧みさ)o

(16)四語構成、主部(名詞句) +述部(名詞句)。折り返し文afatu n-nufusi sharaku 1-hawa　精神の破滅を導

くは欲望のままに網張ること)。

(17)四語構成、主部(名詞句) +述部(名詞句)。折り返し文shaynu 1-xala'iqi malalu 1-xala'iqi (不徳の致すと

ころ人間の怠惰となれる)0 xala'iqは同音異義語o

(18)四語構成、主部(名詞句) +述部(動詞+目的語名詞)。折り返し文al-wara`u yubayinu su'a 1-tama`i (自

制は邪しまな願望を追いやる)。

(19)四語構成、主部(名詞句) +述部(名詞句)。折り返し文　zimamu s-salamati iltizamu 1-hazamati (身の

安全の手綱は断固とした意志)。 zimamuはラクダを制禦するための手綱のこと。

(20)四語構成、主部(名詞句) +述部(名詞句)。折り返し文sharru 1-ma`ぇyibi tatallubu 1-mathalibi　欠点と

い知らされ、神の御手による善意が御心のままにこの老人に与えたものと思えた程である。や

やあって、居合わせた一同は老人の衣の端をつかんでは持合わせの金品や貴重品のなにがしか

(61)を分け与えていた。 (私も差し出すと)老人は私の金品を受取るのを拒んで言った、 「わし

の弟子からなど金品を受けとれんわ!」。私も(思わず)叫んで言った「ヤーアブ-ザイド殿

じゃ-ありませんか!顔つき、体つきが随分変わられてしまって!ほほ肉がこけてしまったで

はありませんか? !」と。老人が言うには「そうじゃわしじゃよ。どれ程痩せようが、枯れよ

うが、顔色が変わろうが、干上りようがな!」。私は老人の東に出没し、また西に出没しては

(いつもの)好計をめぐらせては(金品をせしめていることに)文句の一つも言う積りであった。

すると老人は(私を制して)ハウラヵ(62)とイステイルジャーウ(63)を言って逃がれ、己の傷

ついた心中を詩で詠ずるのであった。

*　　　*　　　*

時節その親を　我に向けて　抜き放つ
js-ど

我を怖しつけては　きっ先鋭くす。

そして我が両の目蓋から　その眠りを奪う

哀れなるかな　涙流れて止まず。

されば我地の果てまでを　さ迷いつ

東の果てまで縦断し　西の果まで横断す。

いずこも同じのくり返し　東に日が出て

夕べに西に沈む　これが我が毎日のこと!

かくて我　尾羽打ち枯らして　西に来し者

目指す故郷は　はるけき遠く。

*　　　*　　　*

こう詠じ終ると老人は一座のもとを去って行った、衣の両裾を引き摺りながら、両腕を振り

ながら。(64)残された我々はただ彼を見守るのみで、彼の姿を見送るだけであった。それから一
ちゅうちょ

同は(我に帰ると)梼措無く円座を解いた。そしてサパーの一団(65)の如く四方に散って帰っ
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して最悪は難詰せんと親探しすること)。

(21)四語構成、主部(名詞句) +動詞+目的語名詞。折り返し文al-mawaddえtu tudhidu tatabbu`a 1-atharati　友

情はつまずくことをくり返せば滑り落ちることになろう)。動詞は女性形に変化。

(22)四語構成、主部(名詞句) +述部(名詞句)。折り返し文xulasatu 1-`atiyyati xul璃u nーniyyati (天賦の才

をそのまま生かせば意図が真執と受取られよう)。

(23)四語構成、主部(名詞句) +述部(名詞句)。折り返し文thamanus-su'ali tahni'atun-nawali　乞うことの

対価は贈り物を惜しみなくすること)。

(24)四語構成、主部(名詞句) +動詞+目的語名詞。折り返し文al-xalafu yusahhilu takallufa 1-kula丘(報酬は

面倒な仕事をすすんで引受けることから容易となろう)。

(25)四語構成、主部(名詞句) +動詞+目的語名詞。折り返し文aLm誼natu tusannl tayaqquna 1-ma`onati　日々

の糧獲るは神の加護を固く信じれば易かるべし)。動詞が女性形に変化。

て行った。

第十七話「ヵフカリッヤのマカーマ」完

(訳者の補足)著者の意図するカフカリーヤ(折り返し文)をここで補って訳出しておこう。

原文の匡司から囲までである。但し国～因及び団は本文にあるので、因から順次訳出してゆく。

訳註の(7) - (60)、及び原文を参照して頂きたい。

囲破滅から身を持せば(悪い)結果から妨がれよう。四語構成(以下、理りが無い限り、省略)、

主部(名詞句) +動詞+目的格名詞。訳註(53)参照。主語の位置にIttiqa`という男性形が来

たので、動詞はそのままで良いことになる。

国愚かな者を見守ることは賢こき者を混えてこそ。主部(名詞句)+述部(前置詞句)。訳註(52)

参照。

囲友を試すは敵の助けも(時には必要)。主部(名詞句) +述部(前置詞句)。訳註(51)を参照。

園悲しみを追い払うは兄弟を軽減する-喜こぼすことになる。主部(名詞句) +述部(前置詞

句)。訳註(50)を参照。
士-J'l二,Jj

図amanat (ここでは信仰箇条、順文では信頼)を熟知すれば、雄男ぶりも保てよう。主部(名

詞句) +述部(前置詞句)。訳註(49)を参照。

団奉行大振りを発揮するのには主人への絶えざる出仕すること。主部(名詞句) +述部(前置

詞句)。訳註(48)参照。

闘ひたすら保身に努めるには監視を十分にすること。主部(名詞句) +述部(名詞句)。訳註(47)

参照o

囲怠り無き努力は賞護に価しよう。主部(名詞句) +述部(前置詞句)。訳註(46)参照。

国利ある勝利は忍耐の果実なりo主部(名詞句) +述部(名詞句)。訳註(45)参照〇

回恐怖への強迫は強権(ahwal　順文では不公平)を顕わにする。述部(前置詞句) +動詞+主語。

訳註(44)参照。

因使命を乱用することにより使者は弱められることになる。述部(前置詞句) +動詞+主語。

訳註(43)を参照。
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(26)四語構成、主部(名詞句) +述部(名詞句)。折り返し文sa`atu s-sadri fadlu s-sadri (胸の広きは人の上

に立つ者の優れたること　sadr (胸、人の上に立つ者)は同音異義語。

(27)四語構成、主部(名詞句) +述部(名詞句)。折り返し文maqtu s-su`ati zlnatu r-ru`畠ti (中傷者の憎悪は

支配者を飾ることあり)。

(28)四語構成、主部(名詞句) +述部(名詞句)。折り返し文baththu 1-mana'ihi jaza'u 1-mada'ihi (下賜品を

散ずることは賞讃に価する行為への報酬である)o

(29)四語構成、主部(名詞句) +述部(名詞句)。折り返し文tashfiЪ 1-masa'ili mahru 1-wasa'ili (贈り物の受

取りは仲介の労の報いである)。

(30)四語構成、主部(名詞句) +述部(名詞句)。折り返し文istighraqu 1-ghayati majlabatu 1-ghawayati (目

的のみが視野にあれば迷誤の原因とならん)。

(31)四語構成、主部(名詞句) +動詞+目的語名詞。折り返し文al-haddu yukillu tajawuza 1-haddi (親のきっ

Bg価値-地位が増加すれば配慮-心配も高まる。述部(前置詞句) +動詞+主語。訳註(42)

を参照。

困人々を適材適所せば不測の事態に対応できよう。述部(前置詞句) +動詞+主語。訳註(41)

を参照。

固貧囲(hajah大事なもの、必要なもの)に窮すれば固執することも無くなろう。述部(前置詞句)

+動詞+主格名詞o訳註(40)参照。

岡政治と共に支配階級はしつけられる。述部(前置詞句) +動詞+主格名詞。訳註(39)参照。

固智恵の長-第-は思考を磨くことである。主部(名詞句) +述部(名詞句)。訳註(38)を参照。

園希求を長くするは行為を短かくすることになる。五語構成。主部(名詞句) +述部(前置詞

句)。訳註(37)を参照。

国神の摂理による栄誉は地位を持たらす。主部(名詞句) +述部(前置詞句)。訳註(36)を参照。

囲権威を向上させるには危険に身を投ずることも。同音異義語axtar (権威、危険)の二語が

ここでは交代して用いられている。主部(名詞句) +述部(前置詞句)。訳註(35)を参照。

圏地位の昇格は不信をも高めるもの。主部(名詞句) +動詞+目的格名詞。訳註(34)参照。

国`uqdq (分断、分裂、 ⑳では抗弁)に手を貸さぬが権利を産む。主部(名詞句) +動詞+冒

的格名詞。訳註(33)を参照。

囲善行を忘失するは教養あるもそれを帳消しにするもの。主部(名詞句) +動詞+目的格名詞。

訳註(32)を参照。
のり

囲境界の程を失するは勇敢さを鈍くさせることになる。 haddは「境界、刃先」の他に「強烈さ、

勇敢」の意味がある。主文(名詞句) +動詞+目的格名詞。訳註(31)を参照。

国目的から逸脱することは迷誤に陥いることになる。主部(名詞句)+述部(名詞句)。訳註(30)

を参照。

周要求物を入手するは(さまざまな)手段を駆使した末(に初めて)。主部(名詞句) +述部(名

詞句)。訳註(29)を参照o

囲贈与者の報いとなれるは賞讃に価する行為が広がることである。主那(名詞句) +述部(名

詞句)。訳註(28)を参照。
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先は境界を越えれば鈍くなるもの)。 hadd (徹のきっ先、境界)は同音異義語。

(32)四語構成、主部(名詞句) +動詞+目的語名詞。折り返し文а1-qurabu yuhbitu ta`adda 1-adabi (善行あれ

ど礼儀失すれば帳消しとなる)。

(33)四語構成、主部(名詞句) +動詞+目的語名詞。折り返し文a1-`uq叫[u yunshi'u tanasiya 1-huq叫-i (抗弁は

当然な権利を忘失することから産まれる)。

(34)四語構成、主部(名詞句) +動詞+目的語名詞。折り返し文ar-rutab.u yarfa`u tahashiya rーrayabi　地位

を高めんとするなら嫌疑に近づかぬこと)。

(35)四語構成、主部(名詞句) +述部(前置詞句)。折り返し文iqtihえmu 1-ax匝ri bi-rtifa'i 1-axtari (危険の中

に身を投ずるは己の権威を高めるために必要)。 axt畠r (権威、危険)は同音異義語。

(36)四語構成、主部(名詞句) +述部(前置詞句)。折り返し文mu'ぇtぇtu lーaqdari bi-tanawwuhi 1-aqdari　神

の摂理の助けは己の地位の向上に必要)。 aqdar (地位qadarの複数、神の摂理qadrの複数)。

つな

囲中傷者に報酬を与えることは支配者の憎悪(に繋がる)。主部(名詞句) +述部(名詞句)。

訳註(27)を参照o

国人の上に立つ者の飾り-用件は胸の広きこと。 sadr (人の上に立つ者、胸)の両義がここで

は反対に用いられている。主部(名詞句) +述部(名詞句)。訳註(26)を参照。

囲日々の糧得るを利するは神の加護を容易にすること。主部(名詞句) +動詞+目的格名詞o

fadlを主語に持ってくることで動詞の性の一致が保たれたことになる。訳註(25)参照。

国報酬(得る)を固く信ずるならば面倒な仕事も容易となろう。主部(名詞句) +動詞+目的

格名詞、訳註(24)を参照o

囲他人に乞うことを自制すれば贈り物を受ける価値があろうo takallufは一方では「進んで引

受けること」 (順文⑱)に対し、ここでは「自制すること」の反義を内包する語である。主部(名

詞句) +述部(名詞句)。訳註(23)を参照。

圏贈与を惜しみ無くすればその意図がそのまま伝わろう。主部(名詞句) +述部(名詞句)。

訳註(22)を参照。

図友情が真執ならば失敗するは避けられよう。主部(名詞句) +動詞+目的格名詞。ここも主

語がmawaddatという女性名詞からxul毎という男性名詞に代ることにより、動詞の性の一致

が守られたことになる。訳註(21)を参照。

国欠点をくり返すならば難詰するに最悪。主部(名詞句) +述部(名詞句)。訳註(20)を参照。

困安全を求めて止まぬは意志の手綱となる。主部(名詞句) +述部(名詞句)。訳註(19)を参照。

岡自制に徹するは欲望との距離をヘだっ。主部(名詞句) +動詞+目的格名詞。訳註(18)を参照。
さが

囲性悪しきは被造物-人間の不名誉。主部(名詞句) +述部(名詞句)。訳註(17)を参照。

囲精神の怠惰なるは愛をも痛ましめる。主部(名詞句) +述部(名詞句)。訳註(16)を参照。

囲聴衆の心に網張るは弁論の魅力o主部(名詞句) +述部(名詞句)。訳註(15)を参照。

囲弁舌のさわやかさは会話を飾る。主部(名詞句) +述部(名詞句)。訳註(14)を参照。
ちゆう

国東心からの忠告は友情を伴なうもの。主部(名詞句) +動詞+目的格名詞。訳註(13)参照o

囲心からの愛情を杵とするは礼儀正しさを要するもの。主部(名詞句) +動詞+目的格名詞。

ヵフカリーではmusafatが主語となり、動詞も女性に変わらなけれげならない所、その前に`aqd
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(37)五語構成、主部(名詞句) +述部(前置詞句)o折り返し文taqsiru amali fl shara丘1-a`mali (願望少なく

すれば振舞いの気高さに通じよう)。

(38)四語構成、主部(名詞句) +述部(名詞句)。折り返し文tanq王hu 1-hikmati 'i匝Iatu 1-fikri (智恵を磨くた

めには思考を長くすることである)。

(39)四語構成、主部(名詞句) +述部(名詞句)。折り返し文tahadhdhubu s-siyえsati ra'su r-ri'asati (政事を

蝦無く行なう者こそ支配階級の長たる者)。

(40)四語構成、述部(前置詞句) +動詞+主語名詞。折り返し文al-hajatu tulgha ma`a 1-la蕗jati (大事なもの

は些事に固執することと共に失なわれる)。

(41)四語構成、述部(前置詞句) +動詞+主語名詞。折り返し文tatafadalu rィijali `inda 1-awjali　人それぞれ

の対処の違い(を明らにする)は不測の事態に陥った時)。

(42)四語構成、述部(前置詞句) +動詞+主語名詞。折り返し文al-qiyamu tatafawatu bi-tafaduli 1-himami (人

(秤)という男性名詞が置かれたことにより、これが主語となるため、動詞はそのまま男性形

で済むことになった。訳註(12)を参照。

囲歓喜を表わするは寛太さの光となるo主部(名詞句) +述部(名詞句)。訳註(ll)を参照。

密幸福の指標となるは感謝の成果(の積み重ね)。主部(名詞句) +述部(名詞句)。訳註(10)

を参照。

囲他人からの賞講をかち得るのは高貴なる者の宝となる。主部(名詞句) +述部(名詞句)。

訳註(9)を参照。

囲足るを知る者の品性は善行にあり。主部(名詞句) +述部(名詞句)。訳註(8)を参照o
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の価値は配慮に優けると共に高まるもの)。 qiyamu　価値)はqimatの複数形。

(43)四語構成、述部(前置詞句) +動詞+主語名詞。折り返し文at-tadb王ru yahinu bi-tazayyudi s-safiri (使命

は使者の用向き多々あると共に弱まることになる)。

(44)四語構成、述部(前置詞句) +動詞+主語名詞。折り返し文al-ahwalu tatabayyanu bi-xalali l-'ahwali 〔(臣

民の)恐怖は(権力者の)不公平の乱用によってまき起こされるもの〕。

qahqariyyah原文(1)　D云rS云dir (ベイルート)版　pp.147-148

番号は訳者が付すo ①～⑳は順文、囲一団は語ごと回文。
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(45)四語構成、述部(前置詞句) +主部(名詞句)o折り返し文thamaratu n-nasri bi-mujabi s-sabri　勝利の

果実は忍耐の分け前と共に)。

(46)四語構成、主部(名詞句) +述部(前置詞句)。折り返し文bi-hasabi 1-ijtihadi istihqaqu 1-ihmadi (さらな

る努力ひき出すは人を褒めそやして利すること)。

(47)四語構成、主部(名詞句) +述部(名詞句)o折り返し文kifa'u 1-muhafa写ati wujubu 1-mul的a写ati　長き

qahqariyyah原文(2)同pp.149-150
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保身を十分とするは監視を怠り無くすること)。

(48)四語構成、主部(名詞句) +述部(前置詞句)折り返し文bi-ta`ahhudi 1-mawali safえ'u l-muwall (主人に

絶えることなく出仕すれば召使いの常日項の真心の顕われとなる)。

(49)四語構成、主部(名詞句) +述部(前置詞句)。折り返し文bi-hafzi 1-amanati tahalla 1-muru'ati (信頼を

保つためには雄男ぶりを発揮すること)。

(50)四語構成、主部(名詞句) +述部(前置詞句)。折り返し文bi-tax丘丘1-ahzani ixtibaru l-'ixwani (危惧を軽

くせんとせば兄弟を十分に知ることである)。

(51)四語構成、主部(名詞句) +述部(前置詞句)。折り返し文bi-ka臨1-awidda'i daf`u l-'a`da'i　友の助けあら

ばこそ敵を追い払うことができる)。

(52)四語構成、主部(名詞句) +述部(前置詞句)。折り返し文bi-muqaranatiーjuhala'i imtihanu 1-`uqala'i (愚

かな者を共に混えてこそ賢こき者を試すことになろう)。

〔訳者解説〕

第17話は物語りの展開としてはプロット・動きの少ないものである。マカーマとなる地名は走かではない。

はるかに遠い所とあるから、前作同様マグリブのどこかということになる。人々の集まり(それは主人公の稼

ぎの対象でもあるが)はここでは知的な若者達の一団である。談論風発する場に誘われて、語り手アル・バー

リスも聞き手として加わるということになる。するとこの一団の中心に主人公アブ一.ザイド老人が既にお

り、この若者達の謎解きも含めた議論の挑戦を受けて、見事な受答えをしていることが分る。議論が尽きたと

ころで、逆に老人から提案があった。 「カフカリー書簡を作ってくれないか」という提案であった。カフカ

リー書簡とは後で詳しく説明するが、回文の1種で、単語単位で後ろから読んでも有意の文を作り出す作文技

法である。知的な若者達は時間を与えられ、試行錯誤して作ろうとするが皆失敗する。頃合いを見計らって老

人が自分には既に作品としてでき上っているが、という。一同は是非見せて欲しい、私達はそれに対して報酬

を与えましょうからと申し出るo　こうして報酬の確約がなされると、老人は200語50文からなるヵフカリー書簡

を披歴する。そしてそれらを一同に書き留めさせた後、例を示しながら、後ろからの読み方を説明する。順文

もカフカリー文も一つ一つが処世訓、警句から成る見事な出来ばえである。 (訳出に際し、順文は①～⑳の、

カフが)一文は国から団の番号を付した) 。若者達はヵフカリー文を点検し、文法に留意して内容を追ってゆ

き、その高雅さに庄倒されるoそして所持した金品を老人に報酬として差し出す。語り手アル・バーリスも差

し出すと、老人は「弟子からは受取れぬ」と拒ばれるo　この時点で老人が旧知の変わり果てたアブ- ・ザイド

であることにアル・ハ∵リスは気付く。老人はアルーバーリスも含めて一同に身の上を詩で歌った後、慕い蕉

がれる一同を後に、意気揚々と引きあげてゆく。

第17話のマカーマの標題はal-Qahqariyyahとなっている。普通のマヵ-マの標題はアラブ・イスラム世界の

地名が付される。というのも主人公アブ- ・ザイドは放浪する旅の先々の人々の集まりで(これがマカーマの

意味であるが)あらゆる手段を用いて稼ぎを行なう設定であるから。第17話にして初めて、地名を標題に用い

なかったのは、主題そのものをタイトルに用いたかったからであろう。物語り性よりもこの修辞技法こそ本マ
あとずさ

ヵ-マの目玉なのだ。標題のqahqarとは「後ろ向きに歩く、後退去る」ことであり、この原義の通り200の語

を50個にわたる文章にまとめ、単語単位での回文を成立させ、順逆ともに文意を損ねることなく成立させてい

る。

この驚嘆すべき技芸は50個の個々の文内でも成立している(①から⑲の訳註にそれを訳出しておいた) 。し
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(53)四語構成、主部(名詞句) +動詞+目的格名詞。折り返し文al-ma`atibu tu'minu tabassura 1-`aw的ibi　破

滅は結果を見守ることから妨がれよう)。 ma`atibu (破滅)はma`tabの複数形。従って動詞は女性形に変る。

(54)四語構成、主部(名詞句) +動詞+目的格名詞。折り返し文as-sum`atu tanshuru ittiqえ'a s-shun`ati (名声

は醜聞から身を持せば広まろう)。主語は女性に変り、動詞も変化。

(55)四語構成、主部(名詞句) +動詞+目的格名詞。折り返し文al-wafえ'uyunafl qubhaLjafa'i (誠実なる約束

の履行は下品なる堕落行為とは距離あり)。

(56)四語構成、主部(名詞句) +述部(前置詞句)。折り返し文al-'asrぇru `inda jawhari l-'ahrari (秘密守られ

るは高貴なる者の奥義の許にこそ)。

(57)後ろからの読みは、ここでは各文で行なうのではなく二百語終った最後尾からやってのけている!しかも

三語構成のため、後ろから四語目のjawharは、次の文頭に来る算段となる。三語構成、主語十述部(前置詞句)。

註(56)参照。

かし作者アル・ハリーリーはカフカリー技法において四語構成文の文頭に前文の末語を入れ、文末の語は次文

に回して文意を成立させている。即ちヵフが)-において四語構成文中一語を入れ、一語を次に回して二語入

れ換えをしながらも意味内容を成立させているわけである。この驚ろくべき才知の結果は、紙に書き留め、そ

れを見ながら長時間の労力の要る推寂を重ねた末であったろう。語単位での後ろからの読ませるqahqari技法

は、 「後退さり技法」という直訳よりは「折り返し技法」と呼んだ方が良いだろう。というのも「後退さる」

のは一定の範囲よりもさらに先に維れていってしまうことになる。文末まで行ったら、そこから折り返して文

頭まで戻ってくるわけであるから「折り返し文」 、 「折り返し技法」と呼ぶことにする。

50×2の文意はどうであろうか。内容も世渡りの処世術、他人とのつき合い方、帝王学を含んだ一つ一つ味

わいのある教訓、警句から成り、カフカリーの方も内容的に決して劣ったものでなく、同格の気品ある内容と

なっている。

順文①～⑲。語回文固～団の文体的特徴を指摘する。本文ではアブ-.ザイド長老が200語を用いてのカフカ

リー(折返し文)であると明白に述べている。そこで50個の文章が四語構成と概算すれば4×50-200で合点が

ゆく。しかし冒頭の第①文、及び回文の冒頭第国文は三語構成となっている。それでは四語構成と見倣すこと

は最初から崩れることになる。仕方なく、第①文から⑲文まで何語構成かをその訳註の冒頭でそれぞれ言及す

ることにした。その結果五語構成が第㊨文に、回文では第国文に見つかった。従って本文で述べられている通

り200語での構成には間違いがないことが分った。即ち、三語構成①、国、五語構成㊧、詞、残余はすべて四語

構成の200語ということである。

さらに興味深いことが2点あるo　その第1は五語構成㊧、因の中にfiという前置詞が一語と算定されている

ことである。同様、前置詞ma`a⑳、図、 `inda　⑮、配、 ⑲、国等も一語と算定されている。しかし同じ前置詞

でありながらbi ⑳、国、 ⑲、国などでは一語と算定されず、後続する名詞の付加詞としてしか扱かわれない。

一子音文字はどんな品詞であれ、独立した一語とは見倣されず、後続する語の語頭に付加される扱かいとなっ

てしまう。　(and接続詞) 、 fa (and接続詞) 、 li (br、 to前置詞、 to不定詞導入詞) ka (like前置詞)な

どがそれである。従って語算定において、同じ品詞の前置詞や接続詞でありながら扱いが二分されることにな

る。

第2にテキスト文法が伐いていることである。つまりこの種の技巧文は冒頭文は三文字で始める慣例がある、

との想定を立てることができることである。というのも⑳文全部を唱し終り、一座の人々に書き留めさせた
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(58)註(55)との違いはjawharが主語の文頭に割り込み、またqubhが次文に移行するため訳も大分異なる

ことになる〇四語構成、主部(名詞句) +動詞+名詞(目的格)。

(59)註(54)との違いは文頭にqubhuが加わり、文末のIttiqa'が次の文頭に回ることになる。四語構成、主部(名

詞句) +動詞+目的格名詞。そのままの四語構成の回文では主語と動詞の性が合わなかったが、 qabhuが主語

の席になったので、性の統一が守られている。

(60)註(18)の原文三語に次文の語頭語rabbが加わって折り返し文の最後を形成する。四語構成、主部(名詞句)

+述部(名詞句)。

(61) 「なにがしか」原語丘Idhah　は「一部、部分」として用いられているが、原義は「ラクダの肝臓(kabidu

1-ba`Ir)であって、また細長く細分されたラクダの肝臓」であり、ラクダが屠殺され、その部分部分が美味な食

用肉として人々に供されていたことが背景にある。

(62)ハウラカ　hawlaqa　ムスリムの慣用表現。 Ia hawla wa-1a quwwata 'ilia bi-1lahi (権能も力もアツラーに

後、アブ一・ザィド長老は第回文からカフカリー(折り返し技巧文)を始めるに際しわざわざ第国文として、

3語にとどめるよう指示している。この例示文が無ければ、 (訳者が労力をそそいでカフカリー文を訳註で訳

出していったように)四語構成文なのであるから、第国文も四語で始めて良いはずだ。詩作品のテキスト文法

は冒頭をmatla`u　と言って、他の詩行にはない独特の形態をとるのもその一つであるo全詳行の中、冒頭詩行

のみ前半詩行と後半詩行の行末に脚韻をほどこすことを行なう。こうしたことから、カフカリーの修辞の技法

においても冒頭句は他より異なる法をあてはめたのではないか。順接の冒頭句を三語に、カフカリー(逆接)

の冒頭旬も三語にすべLと。

四語構成を三語で切り取って文章と成り立たせたために、さらに能力と技巧の要る作業が続く。国から団ま

で文頭と文末への配慮が続けられることになるo即ち、団は⑲の文末に国の残余の一語を加えて新たに文頭

語とし、 ⑲の文頭語を外して匿の文頭に持ってゆくことになる。即ち四語中半数の二語入れ変えを行なう文と

なってしまう。そうなると文法との合致、意味の具合いはどうであろうかと危惧することになる。しかしこれ

すらも本文の終ったあとでカフカリー文を国から訳出しておいたように、見事に克服しているのである!驚異

という他はない。本文中の訳註で指摘しておいた主部、述部の性の不一致〔5例⑥、 ⑮、 ⑲、 ㊨、 ⑬〕も、一

語付加された男性名詞を主語にすることによってすべて解消されているのである。

さて、順文①～⑳、ヵフヵリ.一文固～画までの構文の分析をここで行っておく。

〔i〕　主部に注目してみる。それがすべて名詞+名詞の名詞句で構成されている場合。この作例は6例(×

2)を除き、 44 (×2)例に上っている。作文上最も平易に作り出される技法ではある。但し形式であって、意

味も文意として統一ある名詞を選ばなければならない点は多大な才知を要しよう。例外の6×2例は三語文の

①、国も含めて、 ⑳、団、 ⑮、囲、 ⑲、団、 ㊥、囲、 ⑳、陶の、すべて一語の名詞を用いて主語を形成してい

るものである。また主部には例外も含めて主格代名詞は一切用いられていないことも注目される。これは四語

という制限の中で内容ある文意を作り上げる上では代名詞は一語として抜かってしまうと、その意味内容が狭

く限定されてしまうから、と思われる。代名詞を用いるより普通名詞を用いて、内容をできるだけ多く盛り込

んだ方が短文の特徴を出せようという理由によるものであろう。

〔2〕　次に述部に焦点をあてる。述部の特徴は4点あげられる。

〔2- 1〕　述部は名詞+名詞の名詞句で成立するもの。これは50×2例中、以下で説明する動詞文、前置詞文

の例を除き、最多の16例に上る。主部の名詞句に対応して述部の名詞句は名詞を2つ並べて成立するので、作
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よる以外には無い)と言う事。人間の卑力、か弱さを言う時、この表現を用いる。

(63)イスティルジャーウIstirja`これも慣用表現。 inn豆Ii-1lahi wa-inna 'ilay-hi raji'una (げに我らアツラー

に帰属し、彼の許に戻り行く者)と唱えること。人間の被創造物性、受動性を訴えたもので、神の助けにすが

りたい時唱える。特に葬儀の場で遺族に対して、ねぎらいの言葉として用いられる。

(64) 「衣の両裾を---両腕を振りながら」は意気揚々とした様、得意気、自慢気を態度に出す時の表現。

(65) 「サパーの一団」 ayadi saba　古代イエメンのサパー王国は巨大なダムを建設して農耕地を作り出し、ま

た首都マアリブを築いて富み、栄え、有名なシバの女王バルキースの時代は絶項期を現出した。 (シバとはサパー

が耽ったもの、ヘブライ語から広がった)。後三世紀頃、突如としてダムが決壊し、すべてが崩壊して、サパー

の住民は四散してしまった。人々はアラビア半島の北に遊牧部族として拡散して、アラブ南族を形成してゆく
あわ

ことになる。ここでは慌ただしく解散する様の形容として用いられている。

文技巧としては最も平易なものであり、意味内容だけ留意すれば作り出してゆけるものである。しかしこれも

回文の形式、内容への二重の配慮が必要であることは言うまでもない。

〔2-2〕　述部は動詞を用い、目的格名詞をそれに続く形で成立するもの。これは50×2例中、 ⑥、囲、 ⑦、

因、⑲、囲、⑮、囲、⑯、国、⑲、国、⑳、囲、⑳、囲、⑳、国、⑳、圏、㊨、図、⑬、団、⑲、団の13×2例

を占める。動詞を用いるのは文意の配慮のみならず主語との関係で性数を合致させなければならず、一文内の

カフヵリーでは不一致が見られる点、訳註に指摘しておいた通りである。また動詞の導入は用法としても相当

限定されており、目的語が主語となった場合、動詞をそのままの形で用いられうるかを想定した上で使用され

ねばならず、技法上名詞の使用よりも大変な能力を要するものである。

〔2-3〕　述部は前置詞+名詞(+名詞)の前置詞句より成り立つもの。これは名詞句の16×2例に次ぐ15×

2例に上る(⑳、囲、⑳、園、㊨、因、⑮、国、⑳、固、⑳、固、⑳、固、㊨、国、⑲、国、⑬、囲、⑭、囲、

⑮、岡、 ⑬、国、 ⑲、国) 。目立つ特徴は非分離形前置詞〔bi-〕の多用である。この前置詞は適用範囲が広

く、他の独立形前置詞を用いるべき所を、同義で級かえうる〔bi-〕で代用して済ます利点があるために多用

されているわけである。

〔2-4〕　述部が主部に先行する倒置構文で成り立つもの。これは⑳、団、 ⑮、囲、 ⑳、囲、 ㊨、囲、 ⑳、

阻、 ⑳、匿の6×2例に見られるo倒置は名詞句の連続する場合は起こり得ず、動詞文か前置詞句文かの場合で

ある。上の6例はすべて〔2-3〕に含まれているものである。即ち前置詞構文で散見せられる。
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〔図5〕場が屋外設定になっている。飛んでいる鳥、及
び天空と太陽が措かれているだけ。左手二人目が主人公ア

ブ一.ザイド。手ぶりから話しかけており、語回文を提案

しているのであろうo

〔図7〕より遠景から。三段構成で、下段は中央に池、

両端に岩山。中央に一座の人々。上段に三本の大木。細か

い葉を持つ木は両端のように、またより大きな葉を持つ木

は中央のように描かれる。中央左端の立っている人物は主

人公アブ-'ザイド。
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〔図6〕二本の大木の木陰で集う一団。一本は大型の丸

い葉をつける木、一本は枝の両端に繁みを持つ木。立って

いる人物は語り手アル'バーリス。視線は左端の人物ア

ブ-・ザイドの方を向いている。

〔図8〕唯一屋内設定になっている。より原文に忠実

で、左端の人物アブ一一ザイドは己の作になる語回文の原

文を膝の上に置き、一座の人々に説明を加えており、一同

顔をそちらに向け聴き入っている様子がよく措かれてい

る。


